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ゲノム編集はバイオサイエンスや医薬開発研究の⾰命的技術である。正確なゲノム編集、
エピゲノム編集、遺伝⼦転写調節、細胞スクリーニングなど次々と開発されている。我々は
最近、⽇本発の新規ゲノム編集技術 CRISPR-Cas3 を開発した。CRISPR-Cas3 は、農⽔産
業における品種改良、遺伝⼦治療、再⽣医療での新規治療法開発など、幅広い産業分野にお
いての活⽤が期待されている。 
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